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②を満たす整数m の個数は有限個であり、各m について有限個の整数 nが定まる。 

以上により、題意は示された。(証明終) 
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また、 1)(4)12(,4)2( 2222  kkkkk より、 2n を 4で割った余りは 0 か1である。 

4414 2  mnm ≦ であるから、適するのは 142  mn のみ。 

以上により、示された。(証明終) 
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9,9,8 ≧mba  のとき、②より 
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14 m が平方数となるのは、 )1(2  kkkkm 、すなわち、m が連続した 2つの自然数の積になるとき。 

m が大きい方から順に調べると 

 4381  5280 4   79は素数 133278   11777   19276 2   25375   37274   

 73は素数 9872   

2172891724  であるから、 nが最大になる組は )17,72(),(  nm  ……(答) 


